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三川町方言ふるさとのことば

国文学科３年　栃原典子

三川町方言の場面差・属性差

１.はじめに

被調査者たちが、方言と共通語とを話をする相手・話をする場所によってどのように使い分けているのか
どうかを明らかにすることを目的とする。

２.使用した調査項目

該当ページ５　問題番号６

３.分析データ概要

今回の調査で得られた被調査者の回答データは以下の３つに分けている。

1.若年層（１２～２９歳）　　2.中年層（３０～５９歳）　　3.高年層（６
０歳以上）

図1)　有効回答数
設問番
号 （１） （２） （３） （４） （５） （６） 平均 合計

若年層 ４１ ４１ ４１ ４１ ４１ ４１ ３９.８ ２４５

中年層 １３２ １３２ １３１ １３２ １３２ １３１ １３０.

７ ７９０

高年層 ７９ ７８ ７６ ７６ ７７ ７６ ７６.０ ４６２

平均 ８３.

０
８２.

０
８１.

７
８１.

７
８２.

３
８１.

７ ８２.２ 　

合計 ２５２ ２５１ ２４８ ２４８ ２５０ ２４８ 　 １４９
７

４.報告

4.1.　方言が１番多くでる場面は？また、共通語が１番多くでる場面は？

図１)　会話の相手と会話の場所別グラフ

「家でくつろいでいる時と同じ方言を使って話す」状況が最も多いのは、鶴岡駅前で三川出身の友人と楽
しい会話をするときだった。次いで同じ状況で、場所を酒田駅にした場合がほぼ同率。自分の家がある山
形県内で友人と会話をするときには、やはり家の中と同じように話す人がほとんどであることがわかっ
た。共通語を話す人は１割未満である。
「方言は使うが、家で使うよりも丁寧な方言を使って話す」状況が最も多いのは、東京駅前で三川出身の
友人と楽しい会話をするときであった。項目１と２と大きく違うところは会話の場所が東京であり、周囲
が共通語であるということ。しかし東京であるからといって、共通語を使用するという人は２割にとど
まっている。家の中で使うよりも丁寧な方言を使用する人の割合は項目１と２よりも１割ほど高くなって
はいるが、この状況でも家と同じ方言を使用する割合が１番多かった。仮説を立てたように、この項目に
おいて共通を使用する割合は若年層が多いのかは、これ以降の項目で分析をする。
「方言がなるべく出ないようにだいたい共通語を使って話す」状況が最も多いのは、鶴岡駅前で共通語を
話す見知らぬ人に道案内をするとき、同じ状況で場所を酒田駅にしたときが同率1位であった。しかし、
会話を共通語にするという割合のほうが上回ってはいる。
「共通語を使って話す」状況が最も多いのは、東京駅前で共通語を話す見知らぬ人に道案内をするときで
あった。周囲が共通語を話す東京駅前であるということ、会話の相手が初対面の見知らぬ他人であるとい
う２つの疎遠状況が重なったことから項目６が共通語だけを使用して話す割合が１位になった。方言を使
用する人の割合は1割以下となっている。

4.2.　使い分けを最も左右する原因は何か？
会話の相手を「三川出身の友人」と「共通語を話す見知らぬ人」の２種類に分類する。

図２)　会話をする相手別グラフ

会話をする相手が三川出身の友人であれば、会話は方言が９割。共通語を話す他人であれば、会話は共通
語が９割。よって全く正反対の結果が得られた。
これらのことから、会話に方言を使用するのか、共通語を使用するのかを最も左右するのは「会話をする
相手」であることがわかった。
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